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１．派遣国・場所（〇〇国、〇〇地域） 

日本大学生物資源科学部（神奈川県） 

 ２．研究課題名（〇〇の調査、および〇〇での実験） 

日本アフリカ学会参加 

３．派遣期間（本邦出発から帰国まで） 

平成 28 年 6 月 4 日 ～ 平成 28 年 6 月 5 日（2日間） 

４．主な受入機関及び受入研究者（〇〇大学〇〇研究所、○○博士／〇〇動物園、キュレーター、○○氏） 

日本アフリカ学会 

５．所期の目的の遂行状況及び成果（研究内容、調査等実施の状況とその成果：長さ自由） 
写真（必ず 1枚以上挿入すること。広報資料のため公開可のもの）の説明は、個々の写真の直下に入れること。 

別途、英語の報告書を作成すること。これは簡約版で短くてけっこうです。 

6 月 4日と 5日にかけて日本大学生物資源科学部で開催された、日本アフリカ学会第 53 回学術大会に

参加した。今大会では 100 以上の口頭発表と 17 のポスター発表が行われ、参加者も非常に多かった。

発表者たちはそれぞれアフリカに関する研究内容を話すのだが、対象となる国や地域は幅広く、分野も

政治・思想・歴史・文化・宗教・言語・観光・経済・医療・福祉・野生動物・農業・環境などと多種多

様であった。参加者は、5 会場の中から自分の関心事にあわせて発表を選んで聞くことができた。決ま

ったテーマについて数人の演者が話すフォーラム形式もとられたが、毎回ディスカッションの時間が短

く、議論が不十分に終わってしまうのが残念だった。しかし、私にとって本学会に参加するのは初めて

であり、様々な人の話を聞けたことや、私が秋から調査する予定のタンザニアについて学べたことは意

義深かったと思う。今後は、今回の発表で興味をもった方の本や論文を順に読んでいきたい。 

 

藤井千晶氏の発表では、「ザンジバルにおけるイスラーム組織ウアムショの活動」について報告・考

察された。以下では、藤井氏の発表内容と研究発表要旨 2 及び投稿論文 1 に基づき、ウアムショについ

て簡単にまとめたい。 

まず初めに、ザンジバルとタンザニア本土側は、歴史的・宗教的に大きく異なる。それぞれの歴史的

な概略は下の表の通りであり、宗教については 99%がムスリム（イスラーム）のザンジバルに対し、本

土側ではキリスト教とイスラームが主となっている。 

次に、ウアムショについて述べる。ウアムショの正式名称は Jumuiya ya Uamsho na Mihadhara ya 

Kiislam (JUMIKI, Association for Islamic Mobilization and Propagation)であり、イスラーム系 NGO

として 2001 年にザンジバル政府に登録されている [Gatsiounis 2012: 82]。ウアムショは設立当初、

宗教的性格の強い組織であったが、後に政治にも関与するようになった。藤井氏は 2004 年ごろからザ

ンジバルで調査を行ってきたが、2010 年ごろからそのような政治的動きが見られるようになったとい

う。先行研究においてウアムショは、特に「テロ行為」を行う暴力的な組織であるとされてきたが、実

際ザンジバルでは住民の支持を獲得しているため、その背景や実態に迫るというのが本発表のねらいで

あった。ウアムショが政治的性格をもつようになった 2010 年ごろ、革命党（与党）と市民統一戦線（野

党）が連立政権を組織した。それに不満をもった市民統一戦線支持者がウアムショへ流入したのが、ウ
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アムショが政治的性格を強めるようになったきっかけである。彼らはザンジバルの「国家」としての主

権を求めており、タンザニア連合共和国憲法に記載されている内容の不平等さに不満があるようだ。

2010 年に改正されたザンジバル憲法には、「ザンジバルはタンザニア連合共和国を構成する 2 国のうち

の 1国である」と記された。一方のタンザニア共和国憲法も 2013 年に改正草案が出され、「タンザニア

連合共和国は国家であり、タンガニーカ共和国とザンジバル人民共和国の 2国からなる」と書かれた。 

 ウアムショの活動は、ザンジバル人（Mzanzibari）としてのアイデンティティを高める役割も果たし

ているのではないかと考えられる。ザンジバルの住民がタンザニア本土の人を呼ぶ際には「タンガニー

カ人（Mtanganyika）」というそうだ。 

 

 タンザニア本土  ザンジバル 

1881 年 ドイツ領東アフリカ 1890 年 イギリスの保護領 

1920 年 イギリスの信託統治領   

1961 年 「タンガニーカ連合共和国」独立 1963 年 10 月 「ザンジバル王国」独立 

  1964 年 1月 「ザンジバル人民共和国」建国 

1964 年 4月 「タンガニーカ・ザンジバル連合共和国」建国 

1964 年 10 月 「タンザニア連合共和国」と国名変更 
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公開シンポジウムの様子 

 

６．その他（特記事項など） 

本学会参加は PWS の支援を受けて行われました。ありがとうございました。 
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